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要 旨   

大分県産スウィートバジル（0血び澗あ∂血びmL．）の抗酸化性について，抗酸化活性成分の検索を目的に研究を  

行った・スウィートバジルのエタノール抽出液をTSKgelTOYOPEARLHW－40Fに供したところ活性を有する5つ  

のポリフェノールフラクションに分画できた。フラクションⅢ，Ⅳ，Ⅴで高い活性を示し，フラクションⅢではポリ  

フェノール含量も多かった．各フラクションをHPLC分析に供したところ，Ⅰ，王Ⅰでは多くのピークが検出きれたが，  

Eugenolも含まれており，フラクションⅠ，ⅠⅠの活性はほとんどEugenolによるものと考察した．ピーク面積から見  

て，このことはスウィートバジル抗酸化性のおよそ50％がE喝enOlに由来するという平成10年度の研究結果を裏付  

けた．また，フラクションⅢ，Ⅳ，Ⅴでは主要成分が1成分ずつ検出された．抗酸化晴性，ポリフェノール量ともに  

高かったフラクションⅢについて，HPLCで溶出されたピークを分取し，活性を確認したところ，主要成分であるピ  

ーク1で高い括性を示した．比活性の値からピーク1はフラクションⅢの抗酸化清性の主体であることが考察された．  

1．はじめに   

厚生省により「成人病という表現ではなく生活習慣痛  

が適切である」と発表されたことは記憶に新しい．日本  

人の三大死因と言われるガン・心疾患・脳血管疾患の発  

症には，遺伝的な要因に加えてライフスタイル，特に食  

生活が大きく影響していると考えられている．このよう  

な考えの中，食生活の改善に加え，食品中に疾病予防・  

自然治癒能力の増強といった機能性を求める動きも大き  

くなっている．「食品による疾病の予防」を目的とした機  

能性食品の研究プロジェクトは，日本が世界に先駆けて  

スタートし，現在「ファンクショナルフーズ研究」とし  

て，世界の「食と健康」研究の分野をリードしている（1）   

こうした動きの申，我々は平成9年度の研究において，  

大分県内で栽培されたスウィートバジルは抗酸化性を有  

し（2），野菜・果物類と比較したところ，最も強い活性  

を有するグループに属する（Tabl㊤Ⅰ）ことを確認した．抗  

酸化性とは生体に有害な酸化による脂質の変成を抑制す  

る機能である．酸化による脂質の変成とは，不飽和脂肪  

酸が空気中の酸素により加エ・貯蔵中に自動酸化を起こ  

し，過酸化脂質を生じることである．また，生体内でも  

清性酸素により同様な酸化が起こり，過酸化脂質が生成  

する．過酸化脂質は安定であり，生体膜ではリン脂質が  

酸化されることで膜構造が破壊され，様々な障害を引き  

起こすと言われている（3）．老化■ガン・心疾患・動脈  

硬化なども過酸化脂質の蓄積が原因であるとされている．   

TableI各種野菜の抗酸化活性  

壬もghActivity Mediu皿Activity IAWActivity  

（～25mg‡∋H刃 （25～5mgBHA）（5mgB王iA～）  

スウィートバジル とうがらし大根枝豆 かぼちやきゅうり  

春菊みつばショウガほうれん草ゴボウ  キャベツかぶねぎ  

，おくらピーマンにら もやしニンニクの弄  らっきょうレタス  

ミニトマトあしたば  カリフラワー 白菜里芋にんじんセロリ  

アスパラガスパセリ おかひじき さつまいも あさっき  

レンコンかいわれ発 チンゲン菜ジャガイモ メロンすいか  

さやいんげん  さやえんどう わけぎ  

ー180－   



平成11年度 研究報告 大分県産業科学技術センター  

平成10年度の研究において，我々は大分県産スウィ  

ートバジルの有する抗酸化性のうちおよそ50％が主要  

香気成分であるEugenolによるものであることを報告  

した（4）．さらに，大分県産スウィートバジルはポリフ  

ェノールを高濃度（580mg／100g生美）に含有すること  

を解明し（Fig．1），抗酸化性の要因の一つであることを考  

察した．   

近年，抗酸化性とポリフェノールの関係が注目されて  

いる。この背景には“フレンチ・パラドックス”と呼ば  

れる疫学的事実が関与している．フレンチ㌧パラドック  

スとは，欧米各国において高頻度に見られる動脈硬化に  

よる死亡率と高脂肪摂取（特に動物性脂肪の大量摂取）  

との間の正の相関に対して，フランスにおいては高脂肪  

摂取の割に動脈硬化性疾患の死亡率が少ないという逆説  

を指す．この原因としては，以前からフランスで消費量  

の多い赤ワインの寄与が指摘されていた（5）．抗酸化性  

の発現には，赤ワインに代表されるポリフェノールの関  

与も考察されており，今後のポリフェノール研究に注目  

が集まっている．  

一夕ーを用いて減圧蒸発させた．0．2％ギ酸を含む30％  

メタノールに懸濁し，さらに濾過してサンプルとした．   

2．2 抗酸化活性の測定   

2．2．1β－カロチンを用いた退色法   

リノール酸の酸化物がβ－カロチンを退色させる作用  

を利用した津志田等の方法（8）を一部変更して抗酸化活  

性を測定した．   

β・カロチンは470nmに吸収を持つ，黄色を帯びた物  

質であり，酸化されることで470nmの吸光度が減少す  

る．反応系にサンプルを涼加することで吸光度の減少が  

抑えられ，このことを指標として抗酸化活性を測定した．   

すなわち，かカロチン溶液（100mg／100mlC王iCIJ，  

リノール酸溶液（10g／100miCHC18），Tween40（20g／  

100mlCHC18）をそれぞれ0．5ml，0．2ml，1．Oml混合し，  

窒素気流下クロロホルムを蒸発させた．20mMリン酸緩  

衝液（pH6．8）100mlに静かに懸濁し，これをβ－カロチン  

ーリノール酸溶液とした．   

このβ・カロチンーリノール酸溶液を2．9mlずつ試験  

管に分注し，被験液50〟1を注入して600Cの恒温槽中で  

反応させた．20分後，ButylatedHydroxyanisole（BHA）  

20mg／100m180％エタノール溶液を50〟1漆如して酸  

化反応を停止させ，470nmで酸化されずに残ったβ・カ  

ロチンの吸光度を測定した．   

2．2．2 DPPHを用いたラジカル消去能の測定法（7）   

安定なラジカル剤1，1・Dipもenyl－2・picryl軸心azyl  

（DPPH）を用いたラジカル消去能を指標に抗酸化活性  

を測定した．DPP‡jは517nmに吸収をもつ化合物（紫  

色）であり，ラジカルが消去きれることにより，517nm  

における吸収が消滅する．高速液体クロマトグラフ  

（HPLC）でのDPPHのピーク面積の減少量から非ラジカ  

ル体への変換量，つまりラジカル消去能を測定した．   

すなわち，100mMγねs－HCIBu‰r（p壬i7．4）鮒〟1，  

500〟MDPPHエタノール溶液100〟1，被験液20〟1を  

サンプルチューブ中で激しく横枠しタ20分間暗所で放置  

した．放置後，以下に示すHPLC装置を用いてDPP王i  

を分離定量した，  
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Fjg。1各様葉菜類のポリフェノール含量と  
抗酸化活性   

今年度の研究では，大分県産スウィートバジルの抗酸  

化性について，活性成分の検索を目的にポリフェノール  

成分に着目して研究を行った．  

2雷 実験方法   

2．1サンプルの調製  

1999年8月2日に採取したスウィートバジルの生薬  

500gをエタノールとともにホモゲナイサーほ本精密工  

業㈱製，ヒストコロン）で磨砕した．濾過した後，残査  

をエタノールで洗浄し，洗液と合わせて全量をェバポレ  

Column：TSK酢10cも汁807’s（4．6¢×150mm）   

Eluent：MeOH／H20（70／30）  

Flowrate：0．8ml／min  

恥mp．：350C  

Detpct ：517nnl  

Sample：20ノ上1  

標準の抗酸化性物質として，6－Hy血0Ⅹy・2，5，7，8－  

teもrametilylcbroman－2・earboxyhc aeid（取0lox）を用  
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い同様な操作を行い，抗酸化活性をTrolox相当量として  

求めた．   

2，3 ポリフェノールの定量   

フォリン試薬を用いるSw由n等の方法＝＝を一部改良  

し測定した．すなわち稀釈したサンプル2mlに2倍稀釈  

のフォリン試薬2mlを加え後，10％Na2CO3溶液2mlを  

加え，300Cで30分間保温し，760nmにおける吸光度を  

測定した．没食子酸を梼準物質として，定量値は没食子  

酸相当量として算出した．また，必要に応じて反応系を  

スケールダウンして測定した．   

2．4 カラムクロマトグラフィーによる抗酸化活性成  

分の分離   

0．2％ギ酸－30％メタノールで平衡化したTSKgel  

TOYOPEARL HW・40F（40¢×150mm）に2．1で調製し  

たサンプル溶液を供した。同液で充分に洗浄した後，  

0．2％ギ酸－100％メタノールまでの直線的グラジエン  

ト溶出を行った．グラジエント終了後さらに0．2％ギ酸  

－メタノールで溶出した．溶出液を3mlずつ分画し，  

2．2．1に従って抗酸化活性を，2。3に従ってポリフェノ  

ール含量をそれぞれ測定した．   

2．5 HPLCによる抗酸化活性成分の分離   

以下に示す条件により，抗酸化活性成分を分離した．  

Column：TSKgelODS・120T（4．6¢×250mm）  

Eluenも ：A；0．2％ギ酸－アセトニトリル  

B；0．2％ギ酸－H20  

10％A－す50％Aの直線的グラジエント  

Flowrate：0．8ml／min  

恥mp．：400C  

D（〉t（∋Ct ：280nm  

Sample：10〟1  

3．結果及び考察   

3。1スウィートバジルからの抗酸化活性成分の分離  

について   

TSKgelTOYOPEARL HW・40F（40¢×150mm）によ  

るスウイ山トバジル抽出液のクロマトグラフィー。パタ  

ーンをFig．2に示す．分画した各フラクションについて  

2中2。1に従ってβ－カロチン退色法で抗酸化活性を測定  

し｝ 2．3に従ってポリフェノール含量を測定した．メタ  

ノール濃度の上昇とともにポリフェノールの溶出が見ら  

れた。各ポリフェノールのピークと抗酸化活性は一致し，  

抗酸化活性を宥したポリフェノール画分であることが確  

認できた．このポリフェノール画分をフラクションナン  

バー91～123，124～155，156～165，209～2Z5，226～241  

の5つにまとめタそれぞれフラクション‡，‡Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ，  

Ⅴとした．これらの5つのフラクションを遠心濃縮機（タ  

イテック㈱製）を用いて400Cで濃縮乾固し，白色または  

黄白色の粉末を得た．   

3．2 ポリフェノールフラクション＝～Ⅴ）の抗酸  

化活性について   

各ポリフェノールフラクション（Ⅰ～Ⅴ）を2mg／ml  

となるように0．2％ギ酸を含む50％アセトニトリルに溶  

解し，0．45〟mのフィルターで濾過したものについて抗  

酸化活性を2．2．2に従ってDPPHを用いたラジカル消去  

能として測定し，2．3に従ってポリフェノール含量を測  

定した．結果をTable王Ⅰに示す。ラジカル消去能は取0lox  

TabloⅡ 各フラクションの抗酸化活性  

Fr．ラジカル消去能 ポリフェノール畳  比活性  

（〃mOl／ml）  （mgノml）  （adivity旭gpolypbenol）  

‡  4．24  0．64   

Ⅱ  4．42  0．76   

Ⅲ  13．00  1，62   

Ⅳ  10．83  1．03   

V  9．13  0．67  

6．63  

5．82   

8．02   

10．51   

13．63  

相当量として，ポリフェノールは没食子酸相当量として  

表してある．活性畳，ポリフェノール量ともにフラクシ  

ョンⅢで最も高かった，涌性量は次いでフラクションⅣ，  

Ⅴと多かった．しかしながら，比清性（総括怪童をポリ  

フェノールmg量で除した値，単位ポリフェノールに対  

する活性の強度を示す）を算出したところ，フラクショ  

ンⅤが最も高くタ 次いでⅣ，Ⅲの慣であった．これはフ  
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ラクションⅤで晴性成分純度が最も高いか，活性成分自  

体の能力が高いかのいずれかであると考えられる．   

3．3 フラクションⅠ～ⅤのHPLC分析について   

2．5に従ってフラクション王～ⅤのHPLC分析を行っ  

た．各フラクション（Ⅰ～Ⅴ）を2mg／mlとなるよう  

に0．2％ギ酸を含む50％アセトニトリルに溶解し，0．45  

〟mのフィルターで濾過したものをサンプルとした．結  

果をFig．3－1～Fig．3－5に示す．フラクションⅠ～Ⅲでは  

36分ほどにEu唱enOlのピークが溶出され，特にⅠ，Ⅰ‡  

では主要な構成成分であった．Ⅲ，Ⅳ，ⅤではEugenol  

以外に主要成分が1成分ずつ検出された．それらはすべ  

て溶出時間が違うため構造的に異なったものであると言  

える．   

Table王王を考えあわせるとフラクションⅠ，王Ⅰでの抗  

酸化活性のほとんどはEugenolによるものではないか  

と考察した．また，フラクションⅢ，Ⅳ，Ⅴでの主要成  

分は強い抗酸化活性を有していることが期待される．  
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が属するシソについてはタ その種子からルテオリン，ア  

ピゲニン，クリソエリオ山ルなどのフラボン傾が確認さ  

れている．また，種子にはアグリコンが多く含まれてい  

るのに対して薬には配糖体で含まれているという報告も  

ある（9〉．シソの業や種子に含まれるポリフェノールは  

抗アレルギー作用や抗炎症作用などの機能性があるとさ  

れており（9），企業化の報告もある．スウィートバジル  

はシソ科に属する植物であり，ポリフェノール含量が多  

いことからシソに見られるような機能性の存在も類推で  

きる。今後のスウィートバジル由来ポリフェノ叫ルの構  

造解析と磯能性解明に関心が寄せられている．  

4． まとめ   

大分県産スウイ脚トバジルの抗酸化性について，抗酸  

化活性成分の検索を冒的に研究を行ったところ次のよう  

な結果を得た由  

（1）大分県産スウイ山トバジルのエタノール抽出液を   

TSKgelTOYOP互：ARL壬iW～40Fに供したところ活性   

を有する5つのポリフェノールフラクションに分画   

できた．  

（2）フラクションⅢ，Ⅳ，Ⅴで高い活性を示し，フラクシ   

ョンⅢではポリフェノール含量も多かった．  

（3）各フラクションをHPLC分析に供したところ，王，   

ⅠⅠでは多くのピークが検出された机Eugenolも含   

まれており，フラクションⅠ，王Ⅰの活性はほとんど   

Eugenolによるものと考察した．また，ピーク面積   

から見て，スウィートバジル抗酸化性のおよそ50％   

がE叩enOlに由来するという結果を裏付けた．  

（4）フラクションⅢ，Ⅳ，Ⅴでは主要成分が1成分ずっ   

検出され，抗酸化酒性成分である可能性が考えられ  

た．  

（5）抗酸化惰性，ポリフェノール量ともに高かったフラク   

ションⅢについて，HPLCで溶出されたピークを分   

取し，活性を確認したところ，主要成分であるピー   

ク1で高い活性を示した．比活性の健からピーク1   

はフラクションⅢの抗酸化活性の主体であることが   

考察された．  
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さらに，平成10年魔の研究において，我々は大分県  

産スウィートバジルの有する抗酸化性のうち約50％が  

主要香気成分であるm脛nOlによるものであることを報  

告した（4）が，今回のHPLC分析の結果はタ量的に見て，  

その結果を裏付けるものであると考えた。   

以上の考察の結果，フラクションⅢ，Ⅳタ Ⅴの主要成  

分が抗酸化活性成分である可能性が考えられた。活性が  

最も高くき ポリフェノール含量も多いフラクションⅢか  

ら各ピークの分取と評価を進めることとした．   

3．4 フラクションⅢの各ピークの評価について   

Fig．3－3で番号を付したピークについて分取を行ったゎ  

分取したものを遠心濃縮磯を用いて40¢Cで濃縮乾威し  

た後，得られた粉体を0，2％ギ酸を含む50％アセトニト  

リルで溶解しタ抗酸化活性を2，2．2に従ってD三〕PHを用  

いたラジカル消去能として測定した。当初の予想通り，  

主要成分であるピーク1で抗酸化活性を確認した¢ ピー  

ク2～6についてはほとんど清性を確認できなかった．   

抗酸化活性を有していたピーク1について，2．3に従  

ってポリフェノール含量を測定した．以上の結果を  

TableⅢにまとめた．活性の回収率は約47％（6．10／  

13．00×100）であった．フラクションⅢとピーク1を比  

TableⅡ各ピークの抗酸化活性  

No．ラジカル消去能 ポリフェノール量  比活性  

（〝mOlノml）  （mg／ml）  （adivity／mgpolypbonol）  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
 
6
 
 

6．10  0．67  9．10  

0．30  N．D．   

0．06  N．D．   

0，02  N．D．   

0．01  N．D．   

0．37  N．D．  

N．D．  

D
 
D
 
D
 
D
 
N
 
N
 
N
 
N
 
 

N．D∴Notdetermined  

較すると，比活性が若干上がっているのはフラクション  

Ⅲに含まれていた他のポリフェノール成分が除去された  

ことを示していると考えた．しかし，8．02から9．10と  

その上昇が微弱であることからフラクションⅢにおける  

抗酸化清性の主体はピーク1の成分であると考察した．   

今後はフラクションⅣ，Ⅴについても同様な評価を行  

い，抗酸化清性成分の単離と構造解析を行う予定である．   

植物由来のポリフェノールはその基本骨格からいくつ  

かの種類に分類されている．その1種がフラボノイド類  

であるが，フラボノイド頼も構造の特徴からフラボンや  

フラポノールなど数多くに類別されている．   

スウィートバジル由来のポリフェノールについての知  

見は現在のところ知られていないが，スウィートバジル  
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